
新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編
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起源や由来は謎に包まれた伝統行事「ケベス祭り」（国
選択無形民俗文化財）が10月14日㈬の夜、国見町櫛
来の櫛来社（岩倉社）で行われました。ケベス祭りは奇妙
な面を着け庭火に向かって突き進もうとする「ケベス」と、
火を守る白装束の「トウバ」とが争う火祭りで、この火の
粉をかぶると1年間無病息災といわれています。

ケベス祭り
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梅
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『
東
遊
草
』
の
旅
を
終
え
た
梅
園
は
、
や
が
て
運
命
的
と
も
い
え

る
飛
躍
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　

「
三
十
の
年
、
始
め
て
天
地
は
気
な
り
と
心
づ
き
た
り
。」

『
洞
仙
先
生
口
授
』…

（
弟
子
が
梅
園
の
講
義
を
記
録
し
た
ノ
ー
ト
）
よ
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幼
い
頃
か
ら
す
べ
て
に
疑
問
を
持
ち
続
け
て
き
た
梅
園
が
、
こ
の

時
初
め
て
一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
答
え
を
探
し
当
て
ま
し
た
。
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？
」
と
問
う
こ
と
が
哲
学
の
出
発
点
で
、
そ
の
「
な
ぜ
」
に

答
え
る
根
源
的
な
「
答
え
」
が
哲
学
で
す
。
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地
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て
は
〈
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ら
出
来
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い
る
。
そ
の
〈
気
〉
は
、〈
条

理
〉
に
従
っ
て
い
る
の
だ
」

　

〈
気
〉と
か〈
条
理
〉は
、
昔
か
ら
中
国
や
日
本
の
学
者
た
ち
も
使
っ

た
言
葉
で
す
が
、
梅
園
は
、
そ
れ
を
天
文
学
・
医
学
を
は
じ
め
、
当

時
の
最
新
の
学
問
で
裏
付
け

た
の
で
し
た
。
科
学
的
、
客

観
的
に
確
か
め
ら
れ
る
事
実

と
結
び
つ
け
て
「
哲
学
」
を

作
り
上
げ
た
。
こ
こ
に
梅
園

の
新
し
さ
、
世
界
に
通
じ
現

代
に
つ
な
が
る
偉
大
さ
が
あ

る
の
で
す
。

梅園自製の天球儀

問い合わせ  三浦梅園資料館 ☎0978-64-6311

＝
＝「
世
界
の
真
相
を
見
極
め
た
も
の
は
条
理
で
あ
る
。
そ
の
条
理
の
秘

訣
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
相
対
立
す
る
両
方
向
か
ら
見
る
こ
と
（
反
観
合

一
）、
先
入
観
を
捨
て
る
こ
と
（
捨
心
之
所
執
）、
現
実
を
正
し
く
見
る
こ

と
（
依
徴
於
正
）
で
あ
る
。＝
＝

其
達
観
す
る
処
の
道
ハ
則
條
理
に
て
條
理
の
訣
は

反
観
合
一
捨
心
之
所
執
依
徴
於
正
の
ミ
に
候
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10
月
15
日
㈭
、
国
見
町
伊
美
の
別

宮
社
で
、
烏
帽
子
姿
の
射
手
が
馬

を
走
ら
せ
な
が
ら
、
的
を
め
が
け
て

矢
を
射
る
「
流
鏑
馬
」（
県
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
）
が
２
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
五
穀
豊
穣
や
無

病
息
災
を
祈
願
す
る
同
社
の
秋
季

大
祭
行
事
で
、
江
戸
時
代
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
射
手
の
堀

田
夢
里
さ
ん
が
、
走
る
馬
の
上
か
ら

３
ヵ
所
の
的
に
向
か
っ
て
矢
を
放

ち
、
見
事
的
に
当
た
る
と
、
歓
声
と

拍
手
が
わ
き
お
こ
り
ま
し
た
。
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